









































































































ランスＮＰＯ法 100 年』, pp.13-100.　
－ 54 －
富山大学人文学部紀要











































































































































10）小西甚一，『日本文藝史 I』, （1985）, pp.33-44. 　
－ 58 －
富山大学人文学部紀要





　It is not easy to express a sense of loss, since the initial shock is often succeeded by a mixture of other 






























　This week at Balmoral, we have all been trying to help William and Harry come to terms with the 














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































37）小西甚一，『日本文藝史 I』, （1985）, pp.53-4.　
－ 76 －
富山大学人文学部紀要











































































































































































































































































































































































































































9 － 89 －
科学論・科学技術社会論の視点を「データベース：米国シェイクスピア研究学位論文」に適用する――小西甚一を援用し，見えてくる文化受容の「漢文方式」から「資格（英語・博士号）方式」への転換　その七


































1 － 91 －
科学論・科学技術社会論の視点を「データベース：米国シェイクスピア研究学位論文」に適用する――小西甚一を援用し，見えてくる文化受容の「漢文方式」から「資格（英語・博士号）方式」への転換　その七
　英文で
　Pax Romana in mind, UK realized Pax Britanica, and US realized Pax America, which is Anglo-








　この三つのラテン語熟語について，旺文社の英和中辞典（第 3 刷 1976）によって意味内容
を掲げる。
　Pax America : 米国の軍事力による平和
　Pax Britanica : 英国の支配による平和［時に 19 世紀において英国が敵対国に強制した平和］ 






























































　これは「So long!」という英語の題がついた AKB48 が歌う，作詞が秋元康，作曲が久次米


























3 － 93 －
科学論・科学技術社会論の視点を「データベース：米国シェイクスピア研究学位論文」に適用する――小西甚一を援用し，見えてくる文化受容の「漢文方式」から「資格（英語・博士号）方式」への転換　その七








ではないか。「思い出が味方になる / 明日から強く生きようよ」が出てくる「So long!」が表す
のは，一義的には春の時期，卒業の寂しさと期待に満ちた女高生が群がる，高校もしくは女子
高の校庭で，「ねえ，どうして / 桜の木って切ないの？」など，小西や佐藤俊樹が論じる，地霊（公
共工事には計画通りの効果が得られると佐藤が指摘するソメイヨシノは小学校から大学までの
学び舎に必ず植えられ，日本の学び舎の地霊が宿るとも言える）も関わる詩句も現代に合わせ
た形でちりばめられている場所である。
　項目「2-1- (d) 西欧文化のマイノリティー迫害告発（多文化主義への底流）」で先述したように，
佐藤の『桜が創った「日本」』は，「桜の美」に感じることで日本人にも「現実の秩序の外に立
つ」意識が生まれることを認識した日本論になっている。「桜の美」を「幽玄」に高めた能楽や，
能楽が典拠としてたびたび使用する『源氏物語』に登場する人物は「個人の自由を持つ個人主
義者」としか思えない。だからこそ欧米語に訳されて欧米人に違和感なく「世界的な古典」と
して受け入れられたのではないか。
　この議論の当否はともかく，ここで指摘したいのは，桜に触れて日本人が自覚する「別れの
情の中で相手の幸せを願う気持ちのこもった言葉」や，そうした言葉の結びついた地霊への想
いなどは，外国語との接点で強く生じるということである。
